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3．CSF検査（大槽）：色調清明，白血球数 80.5個 /μ l，
蛋白質濃度 12.0mg/dl，細菌検査陰性
4．脳波検査：明らかな異常所見はなし
5．BAER：Ⅳ波，Ⅴ波の消失
6．MRI検査：側脳室の拡張
【考察】
本例は，臨床徴候と神経学的検査から中枢神経
における白質病変が疑われた。CSFの細胞数増多，
BAER における脳幹障害を疑う所見，MRI検査にて
水頭症に一致する所見が得られた。牛の全身性振戦
は，中枢神経のミエリン低形成や白質の海綿状変化
によって生じることはあるものの，ヒトや小動物と同
様，全身性振戦を伴う水頭症についての報告はみあ
たらない。ヒトや小動物の神経疾患の診断には脳波
検査やBAER検査が有用で，本例でも生前のBAER
検査によって脳幹障害が疑われたが，牛における情
報はまだまだ少なく診断には至らなかった。今後は
その他の検査と病理学的データを蓄積していくこと
で，牛の神経疾患の正確な診断に繋げていきたい。
